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宮前区民は税金で３回損をしている？！
～国と県からもっと税金を取り戻したい

まず、川崎市と県との関係を見直すことから！～

地方交付税の「不交付団体」とされること

が多く、令和５年度も同様の見込みとなっ

ています。

◎財源は「交付税措置」で？
「出産・子育て応援交付金」など、国は、

決定した事業費を国費から全額負担する

のではなく、一部を自治体負担とする方

針を示しています。

自治体との十分な協議をせず、その事

業の実施と負担を求め、財源については

「交付税措置」の対象とする、と言うので

す。

また「ふるさと納税」についても、市税の

流出額の４分の３は「交付税措置」の対象

とされています。ところが、川崎市は「不

交付団体」ですので、「交付税措置」は見

込めず、新規事業の負担分や流出分は、

全額市で穴埋めしなくてはなりません。

これは、本来、ほかの市民サービスに

当てるべき貴重な財源なのです。子育て

支援などは、全国一律のユニバーサルな

サービスとして、事業費は全額国庫負担

で行うように、国に要望しています。

◎「納税に見合ったリターン」の

議論を
図①にあるように、２０１９年度の決算値

では、国税は１７％、県税は約３６％程度

しか、市域からの税収の還元がありませ

ん。
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さらに、川崎市の一般会計予算での公共

事業等での区別の事業費（図②）を見ると、

毎年宮前区が圧倒的に少なく、宮前区民

は国税、県税、市税で３回も「損」をしてい

る、と極言できると思います。

宮前区民は、納税に見合った市民サー

ビスの実感が乏しい、構造となっているの

です。

◎まずは、「特別市」を実現して、

税金を取り戻す
「指定都市」である川崎市は、県の関与

を必要とせず、県の事務権限のほとんど

を担っています。しかし、業務に見合った

財源が十分に措置されず、本来は県が行

うべき事業を、市の職員が市の税金を持

ち出しして行っている現実があります。

（図③）

県税については、先に指摘したように市

域への還元は３６％しかありません。

川崎市が県から独立し、県税も全て徴

収する仕組みが「特別市」です。まず「特

別市」を実現して、市民が「納税により生

活環境が向上する」と実感できる自治体

運営を何としても実現したいのです。そし

てこれが、持続可能な川崎市の活力にも

繋がると信じるからです。

今、全国の自治体間で「小児医療助

成費の対象を拡大する」とか「給食費

を無償化する」などの「無償化競争」が

喧しくなっています。しかし、それを安

定的に担保する事業費（税金）の議論

はなかなかなされません。私は、この

ことにたいへん違和感を感じています。

◎川崎市は財政が豊かなの

か？
宮前区に引っ越して来られた新住民

の皆さんから「東京２３区で生活してい

た時の方が、税金が安くて市民サービ

スが充実していた」といったご指摘を

受けることがあります。

その一方で、川崎市は国から「自前

の財源（税収）で市民サービスを提供

することのできる自治体」とみなされ、


